
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
は
本
年

度
も
新
規
採
用
者
全
員
加

入
を
達
成
し
、
４
月
４
日

（
月
）
18
時
30
分
よ
り
高

松
市
「
Ｊ
Ｒ
ホ
テ
ル
ク
レ

メ
ン
ト
高
松
」
に
お
い
て

新
入
組
合
員
90
名
の
歓
迎

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
挨

拶
に
立
っ
た
中
濱
委
員
長

は
、
祝
辞
の
中
で
、
「
皆

さ
ん
は
こ
れ
か
ら
、
社
会

人
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
四
国
の

企
業
人
と
し
て
、
そ
し
て

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
の
組
織
人

と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職

場
や
地
域
・
社
会
に
責
任

を
持
っ
て
行
動
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
Ｊ
Ｒ
四

国
は
発
足
30
年
を
迎
え
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
私
た

ち
は
こ
の
間
、
鉄
道
の
復

権
を
目
指
し
日
々
「
安
全
・

安
定
輸
送
」
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
四
国

は
四
国
に
根
ざ
し
四
国
の

人
に
必
要
と
さ
れ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
で
す
か

ら
四
国
の
人
に
信
頼
さ
れ
、

愛
さ
れ
、
必
要
と
さ
れ
る

鉄
道
を
目
指
し
努
力
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
今
、
会
社
は
四
国

の
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

維
持
す
る
た
め
、
鉄
道
の

高
速
化
に
向
け
て
様
々
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。
四
国
に
新
幹
線
を
呼

ぼ
う
と
い
う
取
り
組
み
で

す
。
こ
の
取
り
組
み
が
将

来
の
収
益
の
柱
に
な
る
こ

と
を
認
識
し
、
組
合
も
会

社
の
取
り
組
み
に
賛
同
し

協
力
し
て
い
ま
す
。
是
非

皆
さ
ん
も
鉄
道
高
速
化
へ

の
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

最
後
に
、
長
い
会
社
員

人
生
の
中
で
は
、
楽
し
い

こ
と
や
苦
し
い
こ
と
、
病

気
や
怪
我
で
悩
む
こ
と
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

組
合
は
そ
の
時
々
「
相
互

扶
助
の
精
神
」
を
持
っ
て

皆
さ
ん
の
近
く
に
い
ま
す

の
で
、
是
非
分
会
役
員
を

見
つ
け
相
談
を
し
て
く
だ

さ
い
。
」
と
激
励
の
言
葉

を
贈
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
眞
鍋
書
記
長

に
よ
る
乾
杯
の
発
声
に
よ

り
、
新
入
組
合
員
と
会
食

を
交
え
て
自
己
紹
介
を
行

う
な
ど
、
歓
迎
会
は
和
や

か
な
雰
囲
気
の
中
、
20
時

に
終
了
し
ま
し
た
。

新
入
組
合
員
90
名
は
研

修
修
了
後
、
各
職
場
に
配

属
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
関
係
支
部
・
分
会
・

青
女
役
員
の
指
導
・
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
新
た
な
仲
間
の
紹
介
】

（
順
不
同
敬
称
略
）

岩
﨑

真
皓
・
多
田

尚
平

森

直
人
・
吉
留

隆
弘

岡
下

泰
之
・
寒
川

祐
汰

紀
伊

知
実
・
竹
﨑

勇
太

竹
安

華
穂
・
松
尾

怜

山
﨑

美
里
・
山
本

翼

石
川

凌

・
片
山

文
弥

山
地

駿

・
今
泉

亜
悠

鎌
倉

拓
郎
・
川
原

光
貴

川
松
宗
一
郎
・
神
原

裕
司

北
澤

和
成
・
木
場

千
尋

菰
渕

貴
彦
・
城
本

一
志

須
賀
勇
之
進
・
関
元

知
恵

仙
波

莉
乃
・
曽
我

拓
也

竹
原

慶
昇
・
寺
内

友
章

寺
坂

伸
也
・
西
野
可
奈
子

開

鈴
里
・
平
塚
耕
二
郎

松
下

秀
一
・
宮
本

涼
平

森
田

健
嗣
・
横
山

星
夏

渡
辺

裕
子
・
阿
部

祥
三

井
口

耕
己
・
國
田

泰
佑

酒
巻

和
之
・
前
田

啓
太

西
澤

朋
未
・
丸
山
茉
里
香

安
藤

誠

・
池
野

翔
太

和
泉

宙

・
泉

陽
梨

稲
井

歩
起
・
岩
佐

大
瑚

上
田

真
司
・
氏
部

椋
太

大
角

貴

・
大
林

治
基

居
石
耕
二
郎
・
片
山

武
流

木
坂

拓

・
貴
田

万
翔

清
友

龍
新
・
久
保
あ
か
り

西
城

直
汰
・
佐
藤

敦
也

塩
田

航
大
・
壽
賀
﨑

貴

高
橋

青
波
・
武
田

倫
尚

竹
葉

亮
典
・
竹
村

侑
華

田
中

大
輝
・
戸
村
佳
永
大

西
林

直
哉
・
羽
崎
星
璃
菜

花
枝
健
太
郎
・
濵
岡

篤
暉

濱
崎

翔

・
濵
田

莉
穂

平
山
京
太
郎
・
藤
井

壮
太

藤
本

龍
雅
・
増
田

芳
生

松
木

一
馬
・
松
下

颯
斗

丸
山

遼
太
・
水
口
健
太
郎

水
本

征
晃
・
森
重
麻
理
奈

森
山

海
暉
・
安
井

大
介

第
７
回
本
部
執
行
委

員
会
は
、
３
月
12

日

（
土
）
10
時
40
分
よ
り

本
部
１
階
会
議
室
で
開

催
さ
れ
た
。

経
過
報
告
と
議
事
に

つ
い
て
は
次
の
と
お
り
。

【
経
過
報
告
】

（
組
織
）

・
組
織
の
強
化
拡
大

（
経
営
協
議
会
）

・
効
率
化
施
策

・
事
業
計
画
（
ジ
ェ

イ
ア
ー
ル
四
国
バ

ス
）

（
団
体
交
渉
）

・
16
春
闘
（
Ｊ
Ｒ
四

国
・
ジ
ェ
イ
ア
ー

ル
四
国
バ
ス
）

（
県
協
定
期
委
員
会
・

春
闘
討
論
集
会
）

・
愛
媛
県
協
、
徳
島

県
協
、
香
川
県
協
、

高
知
県
協

（
部
会
）

・
関
連
部
会
定
期
委

員
会

（
青
女
）

・
本
部
青
女
冬
季
レ

ク
・
本
部
青
女
レ
デ
ィ
ー

ス
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

（
共
闘
）

・
Ｊ
Ｒ
連
合
四
国
地

方
協
議
会
第
24
回

定
期
委
員
会

・
Ｊ
Ｒ
連
合
四
国
地

方
協
議
会
２
０
１

６
春
季
生
活
闘
争

討
論
集
会

（
教
育
）

・
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー

ル
「
ニ
ュ
ー
リ
ー

ダ
ー
コ
ー
ス
」

（
レ
ク
）

・
第
14
回
ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会

（
Ｊ
Ｒ
連
合
）

・
賃
金
対
策
委
員
会

・
グ
ル
ー
プ
エ
リ
ア

連
合
代
表
者
会
議

・
自
動
車
連
絡
会
幹

事
会

・
私
傷
病
共
済
運
営

委
員
会

・
政
策
委
員
会

・
男
女
平
等
参
画
推

進
委
員
会

・
安
全
対
策
委
員
会

・
鉄
道
特
性
活
性
化

Ｐ
Ｔ

・
国
会
議
員
懇
談
会

・
グ
ル
ー
プ
春
闘
決

起
集
会

【
議
事
】

①
36
協
定
の
妥
結
承

認
に
つ
い
て

②
安
全
・
事
故
防
止

に
関
す
る
職
場
諸

問
題
の
集
約
に
つ

い
て

③
ダ
イ
ヤ
改
正
に
関

す
る
職
場
諸
問
題

の
集
約
に
つ
い
て

④
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
第

35
回
定
期
大
会
の

招
集
に
つ
い
て

⑤
平
成
28
年
度
新
規

採
用
者
の
全
員
加

入
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て

⑥
新
入
社
員
歓
迎
会

の
開
催
に
つ
い
て

⑦
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー

ル
「
管
理
者
コ
ー

ス
」
の
開
催
に
つ

い
て

⑧
支
部
対
抗
軟
式
野

球
大
会
の
開
催
に

つ
い
て

⑨
第
21
回
Ｊ
Ｒ
連
合

地
方
議
員
団
連
絡

会
総
会
の
開
催
に

つ
い
て

⑩
第
11
回
「
21
世
紀

の
鉄
道
を
考
え
る

議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

総
会
の
開
催
に
つ

い
て

⑪
当
面
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て

⑫
そ
の
他

・
平
成
28
年
４
月

期
の
職
場
対
話

行
動
日
程
に
つ

い
て

・
２
０
１
６
年
度

Ｊ
Ｒ
私
傷
病
共

済
の
加
入
者
募

集
に
つ
い
て

・
「
Ｊ
Ｒ
四
国
労

組
セ
ッ
ト
共
済
」

の
取
り
組
み
に

つ
い
て

・
「
四
国
再
発
見
」

増
収
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
に
つ
い
て

（
執
行
委
員
会
見

解
）

・
次
期
（
第
８
回
）

執
行
委
員
会
の

開
催
に
つ
い
て

・
そ
の
他

第

７
回

本

部

執

行

委

員

会

開

催

めでとうお社入 ！



ユニオンスクール
「特設コース]（管理者セミナー）参加者募集

日 時：６月４日（土）

１３時～１７時

場 所：宇多津町「ホテルサンルート瀬戸大橋」

対象者：管理者組合員（現場長・助役・非現業部門の

主席クラス）

※ 詳しくはＪＲ四国労組発第９３号を

参照してください。

本
部
は
、
２
月
24

日

（
金
）
本
部
１
階
会
議
室

に
お
い
て
、
各
級
機
関
の

新
任
役
員
等
を
対
象
に
し

た
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル

「
ニ
ュ
ー
リ
ー
ダ
ー
コ
ー

ス
」
を
開
催
し
た
。
当
ス

ク
ー
ル
は
、
青
年
女
性
会

議
を
卒
業
し
、
次
代
を
担
っ

て
い
く
中
堅
組
合
員
に
求

め
ら
れ
る
「
世
話
役
活
動

の
重
要
性
」
や
「
分
会
組

織
の
活
性
化
」
等
に
つ
い

て
、
組
合
運
動
を
実
践
し

て
い
く
う
え
で
の
問
題
点

や
課
題
に
つ
い
て
解
決
を

図
る
た
め
の
役
員
と
し
て

の
役
割
に
つ
い
て
学
ぶ
こ

と
を
目
的
と
し
、
四
国
各

地
よ
り
集
ま
っ
た
受
講
生

は
、
本
部
の
中
濱
委
員
長
、

眞
鍋
書
記
長
、
浦
川
組
織

部
長
、
幸
教
育
部
長
の
講

義
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
、

「
労
働
組
合
の
目
的
及
び

任
務
、
目
指
す
べ
き
労
使

関
係
、
世
話
役
活
動
の
重

要
性
」
「
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組

の
歴
史
」
「
安
全
確
立
に

向
け
た
取
り
組
み
」
「
Ｊ

Ｒ
四
国
労
組
の
現
状
と
課

題
」
「
政
策
活
動
も
含
め

た
政
治
と
の
関
わ
り
」
等

に
つ
い
て
学
習
し
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
を
図
っ
た
。

ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル
開
催
！

ＪＲ四国労組第３５回定期大会
の開催について （告示）
四国旅客鉄道労働組合規約第１９条により、
第３５回定期大会を下記のとおり招集します。

記

１ 日時 平成２８年７月１１日（月）１３時から
平成２８年７月１２日（火）１２時まで

２ 場所 高松市浜ノ町１番１号
「ＪＲホテルクレメント高松」
℡ ０８７－８１１－１１１１

３ 議題 (1) 平成２８年度運動方針（案）
(2) 平成２８年度財政方針（案）
(3) その他

平成２８年３月１２日
四国旅客鉄道労働組合
執行委員長 中濱 斉

平成２８年度「四国再発見」増収キャンペーン

目 標 額 達成 に 向 け
全組合員が一丸となって取り組もう！

平成２７年度は、四国における基幹的公共輸送機関としての役割を果

たすべく、安全・安定輸送の確保に全力で取り組むとともに、各事業に

おいてサービス品質の向上と収益の確保に努めた結果、鉄道運輸収入は

好調なインバウンド等もあり堅調に推移し、中間決算では４億円増加の

１１８億円となるなど４期連続の経常黒字が見込まれています。

しかしながら、平成２８年度は、低価格・ローコストを武器にするＬ

ＣＣ等、他公共輸送機関との競争激化により、厳しい経営環境となるこ

とが想定されます。

このような中、会社は「ＪＲ四国グループが一体となり、『安全の確

保』を事業運営の根幹として、お客様に『安心して』『喜んで』『末永

く』ご利用していただく」ことを掲げ、新しい観光列車のブラッシュアッ

プを行うなど、「『わざわざ』乗りに来ていただくための観光誘発や鉄

道の魅力向上に取り組む」としています。

我々ＪＲ四国労組は、責任組合として「安全・安定・安心輸送の確立」

を最優先に、事業計画・各種営業施策を共有化するとともに、「四国再

発見」増収キャンペーンの取り組みが、雇用の確保及び労働条件の維持

改善を図るための重要な取り組みと位置づけ、各級機関で地域共闘を軸

とした情報発信と需要喚起に努め、全組合員が一丸となって目標額早期

達成に積極的に取り組むことを要請します。

平成２８年３月１２日

四国旅客鉄道労働組合

第 ７回 執 行委 員 会

支部対抗軟式野球大会の
開催について

と き：５月１３日（金）
ところ：四国コカ・コーラボトリングスタジアム丸亀

香川県丸亀市金倉町９７５番地
TEL 0877-35-8200

対象者：５月１３日現在の各支部青年女性組合員

※ 詳しくはＪＲ四国労組発第９４
号を参照してください。

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
は
、
３

月
11

日
（
金
）
高
松
市

「
シ
ー
サ
イ
ド
ボ
ウ
ル
」

に
お
い
て
、
第
14
回
ボ
ウ

リ
ン
グ
大
会
を
開
催
し
た
。

大
会
に
は
各
支
部
か
ら

選
抜
さ
れ
た
腕
ス
グ
リ
の

選
手
が
参
加
し
、
ハ
イ
レ

ベ
ル
な
戦
い
が
繰
り
広
げ

ら
れ
、
団
体
の
部
で
は
、

２
ゲ
ー
ム
ト
ー
タ
ル
１
５

６
２
ピ
ン
を
出
し
た
香
川

支
部
Ａ
チ
ー
ム
が
５
連
覇

を
達
成
し
た
。

〈
試
合
結
果
〉

◎
団
体
賞

優

勝香
川
支
部
Ａ
チ
ー
ム

（
橋
本
氏
・
中
川
氏
・

苅
田
氏
・
土
井
氏
）

１
５
６
２
ピ
ン

準
優
勝

愛
媛
支
部
チ
ー
ム

（
池
原
氏
・
綾
田
氏
・

近
藤
氏
・
山
本
氏
）

１
１
８
６
ピ
ン

◎
個
人
賞

ハ
イ
ゲ
ー
ム
賞

苅
田
健
太
郎
さ
ん

（
香
川
支
部
・
高
松
運

転
所
分
会
）

２
ゲ
ー
ム
ト
ー
タ
ル

４
３
７
ピ
ン

２
位橋

本

豊
さ
ん

（
香
川
支
部
・
高
松
車

掌
区
分
会
）

２
ゲ
ー
ム
ト
ー
タ
ル

４
２
２
ピ
ン

３
位中

川

正
樹
さ
ん

（
香
川
支
部
・
高
松
運

転
所
分
会
）

２
ゲ
ー
ム
ト
ー
タ
ル

３
７
７
ピ
ン

第
14
回
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
開
催
！

香
川
支
部
Ａ
チ
ー
ム
が
５
連
覇
！

個
人
賞
は
苅
田
健
太
郎
氏
が
３
連
覇
！

事業計画の鉄道運輸収入
２３２億円必達に向け

積極的な取り組みを要請！

～ 執 行 委 員 会 見 解 ～


